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研究助成の概要  
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１. 研究分野及び題目 

（Ⅰ－１）DRM データベースを利用した道路管理に該当する研究テーマ 

２. キーワード 

道路網被災、プローブデータ、動的離散選択モデル、交通状態の認知、逆推定 

３. 研究内容 

(1) 研究の目的 

本研究では、平成 30 年 7 月豪雨を事例に、プローブデータによって観測される経路選択行動結

果から交通状態の認知水準を逆推定する。具体的には、(1) 動的離散選択モデルの枠組みを援用し

災害時の経路選択行動モデルを構築した上で、(2) ランダム効用に対する誤差成分の寄与度を算

出することで、道路網被災時の交通状態の認知水準及びその経時変化を定量的に示し、災害時交通

マネジメント改善に有用な情報を提供する。 

(2) 研究のゴール 

本研究の実践上のゴールは、交通状態認知水準の逆推定を通じて、DRM と連携可能な形で道

路網の被災情報を整理する重要性を示す点にある。各種プローブデータは DRM と連携可能な形

で整備がなされているが、道路網被災情報は道路管理者が各々の様式で管理しており、発災後に

リアルタイムに活用できない状況にある。データ連携の有用性を示す研究成果の蓄積が、 DRM

を基盤とした道路網被災情報の管理に舵を切ることにつながると考える。

 


